日本人の労働観　勤勉の始原と終焉 by 武谷 嘉之




































































































































































































Y=f (X 1 , X2) 














































済新報社、 1977年。同「近世日本の経済発展と lndustrious revolutionJ 新保博・安場保吉編『近代移行


































































































































『大阪市史』第 4 巻、 p.198、達1053
すこし読みにくいものですから、簡単に内容を説明します。まず 1 行目ですが、「御口達触
には無之候得共」とありますから、『大阪市史』では f達」としてあっかわれていますが、こ







う。 16そうすると「朝六ツ半時より五ツ時前迄」というのは大体 8 時から 8 時半頃でしょう。
そのころに「働ニ罷越J I玉ツ時前より細工始」ですから 8 時半ぐらいまでに出勤して、働き
始めなさいという意味です。それから「四ツ時前j 、「中食J (昼食)、「八ツ時過J にそれぞれ
休憩して「暮六ツ時」、現代の時間に直せば、大体 5 時頃に「仕廻」って 1 日が終わるという
ことのようです。休憩を合計すると「一時j、実働時間は「四時j ということになります。冬
の「一時j は 1 時開半から 2 時間弱といったところですから、冬の聞の公定労働時間は拘束
時聞としては 7 時間半から 9 時間、実働時間としては 6 時聞から 8 時間の開だ、ったというこ
とです。






























前 8 時半頃始業して、 5 時前には終業するということになります。これだけでは休憩はわか
りませんが、「普請諸事担」の男IJの部分も合わせて考察すると、休憩時間は公定労働時間とほ
ぼ同じであったと思われます。ですから拘束時間は 8 時間半弱、実働時聞は 5 時間弱という
17 W大阪市史』第 4 巻、 p.741、達1513 0
18 この史料は三分冊からなり、それぞれの表紙には「天保十三年壬寅年 普J r天保十四年笑卯年二月 普
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ことになります。随分短いと思われるかもしれませんね。では冬の間の労働時間はどうでし









時」は 3 時から 3 時半の開です。ただし休憩時間を減らしています。夏と同じ線香であると





















21 寛政 2 年( 1790年)。
87 
124 武谷嘉之
おいても個別事例的ですが、休日が増加したといわれています。 22
このように考えると、 18世紀終盤から 19世紀初頭というのは勤勉革命を経て前近代的成長
を実現した日本社会がむかえた成熟期であったと考えられるでしょう。では次に近代化が日
本人の勤勉観に与えた影響を見てみましょう。(続)
22 古川貞雄『村の遊び日』平凡社、 1986年。
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